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演 題

【第一部】

１ 家畜保健衛生所で実施する新型コロナウイルス変異株スクリーニング検査

徳島家畜保健衛生所 鈴木幹一郎

２ 肥育養牛経営から時代に即した経営へ（第一報）

徳島家畜保健衛生所 川田健太

３ 豚熱ワクチン接種対応に係る現状と課題

西部家畜保健衛生所 松英百合子

４ 泡殺鳥機を用いた高病原性鳥インフルエンザ防疫措置

徳島家畜保健衛生所 森本実奈子

５ 東みよし管内の高病原性鳥インフルエンザ発生に備えた取り組み

西部家畜保健衛生所 尾川誠次郎

【第二部】

６ 管内一酪農家の牛群全頭抗体検査に基づくネオスポラ対策

西部家畜保健衛生所 森川かほり

７ 県内肥育牛の血中ビタミンA検査概要

徳島家畜保健衛生所 中下弘子

８ 母牛に血中ビタミンA欠乏が認められた肉用子牛の病性鑑定２症例

西部家畜保健衛生所 小原彩子

９ 肉用牛農場で発生した銅中毒事例

西部家畜保健衛生所 山本由美子

10 肉用牛一貫農場における新生子牛初乳摂取状況の改善に向けた取り組み（第一報）

徳島家畜保健衛生所 大道真見
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11 子宮内膜細胞診用器具を用いた簡易的子宮内細菌検査方法の検討

西部家畜保健衛生所 岩田裕美

12 自然哺乳母牛へのダブルオブシンク法の応用の検討

西部家畜保健衛生所 竹元一軌

13 豚繁殖・呼吸障害症候群と豚サーコウイルス２型の複合感染による子豚の死亡事例

西部家畜保健衛生所 井口陽香

14 県内肉用鶏農家の鶏封入体肝炎（IBH）発生事例

徳島家畜保健衛生所 五島万記子

15 野生いのししの寄生虫性胃炎の一例

徳島家畜保健衛生所 渡邉輝貴

【第三部】

16 UV-LEDを使った鶏舎光環境システムの開発

畜産研究課 山本光生

17 西南暖地の子実用トウモロコシ単収向上のための適正栽植密度及び施肥量の検討

畜産研究課 中川もも
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【 第 一 部 】

１ 家 畜 保 健 衛 生 所 で 実 施 す る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 変

異 株 ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 ： 徳 島 家 保 鈴 木 幹 一 郎

市 川 正 史

世 界 で 2 億 2 千 万 人 以 上 が 感 染 し 、 死 者 数 4 5 5 万 人 以

上 を 超 え る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 は 、 未 だ 終 息 に

至 ら ず 、 本 県 に お い て も 患 者 数 3 , 2 9 1 人 、 死 者 数 6 6 人

（ R 3 . 1 2 . 1 現 在 ） と 未 曾 有 の 事 態 へ と 発 展 。 本 県 は 、

今 回 の 危 機 事 象 に 対 応 す る た め 、 本 年 度 よ り 「 徳 島 版

C D C 」 を 新 た に 設 置 。 西 部 家 畜 保 健 衛 生 所 内 に 全 国 初

と な る 県 保 健 製 薬 環 境 セ ン タ ー の 機 能 を 補 完 す る 検 査

施 設 を 整 備 。 施 設 改 築 及 び リ ア ル タ イ ム P C R （ q P C R ) 、

自 動 核 酸 抽 出 装 置 等 の 機 器 を 整 備 （ 約 2 6 , 1 0 0 千 円 ）。

検 査 は 、 家 畜 保 健 衛 生 所 獣 医 師 職 員 が 実 施 し 、 陽 性 患

者 の 唾 液 か ら R N A を 抽 出 後 、 q P C R に よ る 変 異 の 検 出 及

び C t 値 測 定 検 査 を 実 施 （ 計 3 9 回 、 5 4 6 検 体 ）。 今 後 、「 O

n e H e a l t h 」 の 理 念 に 基 づ き 、 第 6 波 の 流 行 や オ ミ ク ロ

ン 株 の 感 染 拡 大 が 危 惧 さ れ る 中 、 保 健 福 祉 環 境 部 の バ

ッ ク ア ッ プ を 図 り 、 感 染 拡 大 防 止 に 向 け た 検 査 体 制 の

強 化 を 図 る こ と で 県 民 の 安 全 安 心 に 寄 与 す る こ と と す

る 。

２ 肥 育 養 牛 経 営 か ら 時 代 に 即 し た 経 営 へ （ 第 一 報 ）

： 徳 島 家 保 川 田 健 太 尾 方 聖 明

黒 毛 和 種 の 肥 育 経 営 を と り ま く 情 勢 に お い て 、 肥 育

素 牛 価 格 の 高 騰 が 大 き な 負 担 。 こ の こ と か ら 、 県 内 で

は 、 肥 育 経 営 か ら 一 貫 経 営 へ と 転 換 す る 農 家 が 増 加 。

し か し 、 依 然 高 騰 す る 飼 料 価 格 に よ り 肥 育 出 荷 ま で に

要 す る 経 費 が 増 加 し 、 経 費 削 減 が 急 務 。 そ こ で 、 繁 殖

を 開 始 し た 管 内 の 肥 育 農 家 を 対 象 と し て 経 費 削 減 を 目

的 と し た 指 導 を 開 始 。 令 和 3 年 1 2 月 1 日 時 点 で 繁 殖 供 用

牛 は 1 4 頭 （ う ち 3 頭 育 成 牛 ）。 経 費 の 中 か ら 特 に 繁 殖

経 費 と 子 牛 の 診 療 費 の 削 減 を 目 的 と し て 指 導 。 結 果 、

現 在 判 明 し て い る 繁 殖 牛 の 妊 娠 率 は 7 1 . 4 ％ 、 繁 殖 に か

か る 経 費 は 外 注 し た 場 合 と 比 較 し 、 4 , 7 1 4 円 / 頭 の 削 減

に 成 功 し た 。 今 後 の 課 題 と し て 飼 養 衛 生 管 理 の 指 導 に

よ り 散 発 し て い た 子 牛 の 下 痢 症 の 疾 病 対 策 を 行 い 、 さ

ら な る 経 費 削 減 を 目 指 す 。
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３ 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 対 応 に 係 る 現 状 と 課 題

： 西 部 家 保 松 英 百 合 子 山 本 由 美 子

2 0 1 8 年 9 月 に 岐 阜 県 で 国 内 で は 2 6 年 ぶ り に 豚 熱 が 発

生 。 国 内 で 発 生 が 続 い た こ と か ら 2 0 1 9 年 1 0 月 1 5 日 豚 熱

ワ ク チ ン 接 種 推 奨 地 域 を 設 定 。 2 0 2 1 年 7 月 、 淡 路 市 に

お け る 野 生 イ ノ シ シ で の 豚 熱 感 染 確 認 を 受 け 、 徳 島 県

も 8 月 6 日 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 推 奨 地 域 に 設 定 さ れ 、 初 回

接 種 が 8月 末 か ら 開 始 。 初 回 接 種 は 県 全 体 で 2 9 施 設 、 3

6 , 2 2 7 頭 、 う ち 管 内 は 1 5 施 設 、 2 9 , 0 3 5 頭 、 う ち 家 保 接

種 は 1 1 施 設 、 1 9 , 1 8 6 頭 （ 県 全 体 の 5 3 ％ ）。 豚 の ワ ク チ

ン 業 務 は 数 十 年 ぶ り で あ り 、 接 種 に 係 る 資 材 は 全 て 新

規 購 入 。 実 際 の 接 種 の 中 で 資 材 や 準 備 方 法 の 比 較 検 討

を 行 い 、 効 率 的 な 業 務 の 遂 行 を 検 討 。 ワ ク チ ン 追 加 接

種 に 係 る 出 張 は 5 回 ／ 週 、 約 9 0 0 頭 ／ 週 、 1 回 2 ～ 3 人 、

平 均 2 . 5 時 間 ／ 人 。 準 備 、 片 付 け 、 事 務 処 理 等 を 含 め

て 、 1 回 平 均 3 時 間 ／ 人 。 新 た に 増 え た ワ ク チ ン 業 務 が

通 常 業 務 を 圧 迫 。 ワ ク チ ン 接 種 業 務 が 続 く 中 、 県 民 サ

ー ビ ス を 低 下 さ せ ず 、 ワ ク チ ン 接 種 業 務 を 維 持 し て い

く た め に は 人 員 不 足 解 消 が 必 要 。

４ 泡 殺 鳥 機 を 用 い た 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 防 疫

措 置 ： 徳 島 家 保 森 本 実 奈 子 片 山 久 美 子

令 和 2 年 度 、 国 内 1 8 県 ・ 5 2 事 例 の 高 病 原 性 鳥 イ ン フ

ル エ ン ザ が 発 生 。 約 9 8 7 万 羽 の 飼 養 家 き ん を 殺 処 分 。

本 県 に お い て も 2 例 の 発 生 が 確 認 さ れ 、 内 1 例 の 防 疫 措

置 に お い て 、 国 内 で は 初 め て 泡 殺 鳥 機 を 使 用 し 、 そ の

有 効 性 が 確 認 さ れ た の で 報 告 す る 。 発 生 農 場 は 、 飼 養

羽 数 6 , 9 0 0 羽 、 開 放 式 鶏 舎 の 肉 用 鶏 農 場 で 、 令 和 3 年 2

月 8 日 、 通 常 1 ～ 3 羽 程 度 で あ る 1 日 当 た り の 平 均 死 亡 羽

数 が 1 1 羽 に 増 加 し た と の 通 報 を 受 け 、 家 畜 保 健 衛 生 所

が 立 入 を 実 施 。 特 定 家 畜 伝 染 病 防 疫 指 針 に 従 い 検 査 を

行 っ た 結 果 、 疑 似 患 畜 と 判 定 、 防 疫 措 置 を 開 始 。 3 鶏

舎 中 、 発 生 鶏 舎 ( 2 , 6 0 0 羽 ) で 泡 殺 鳥 機 を 使 用 。 作 業 に

要 し た 時 間 は そ れ ぞ れ 、 泡 散 布 は 、 約 1 0 人 で 行 い 、 開

始 か ら 終 了 ま で 約 3 0 分 。 泡 散 布 後 、 死 鳥 回 収 開 始 ま で

約 7 時 間 静 置 。 死 鳥 回 収 は 、 約 3 0 人 で 行 い 、 終 了 ま で

約 2 時 間 。 検 討 課 題 で あ っ た 、 機 動 性 向 上 の た め 、 小

型 の 泡 放 出 部 分 を 導 入 。 様 々 な 条 件 に 対 応 可 能 と な る

よ う 、 防 疫 体 制 の 強 化 を 図 る 。
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５ 東 み よ し 管 内 の 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 に

備 え た 取 り 組 み ： 西 部 家 保 尾 川 誠 次 郎

令 和 2 年 度 、 県 内 2 事 例 を 含 め 高 病 原 性 鳥 イ ン フ ル エ

ン ザ （ H P A I ） が 家 き ん で 1 8 県 5 2 事 例 発 生 。 令 和 3 年 度

に 家 畜 保 健 衛 生 所 （ 家 保 ） で は 防 疫 作 業 を 行 う 上 で 重

要 で あ る 現 地 テ ン ト の 設 置 場 所 及 び 、 殺 処 分 に 必 要 な

埋 却 地 の 再 確 認 を 地 権 者 、 民 間 会 社 と 家 保 立 ち 会 い の

元 、 管 内 全 農 場 で 実 施 す る と と も に 発 生 を 想 定 し た 訓

練 を 行 っ た 。 結 果 、 埋 却 地 を 所 有 す る も 、 山 間 部 特 有

の 地 滑 り 地 帯 が 存 在 。 現 地 テ ン ト の 設 置 場 所 は 、 6× 3

m の テ ン ト 3 張 を 確 保 で き る 場 所 が 8 1 . 7 ％ 、 現 地 テ ン ト

と 発 生 農 場 ま で の 距 離 は 0～ 1 0 0 m が 8 4 . 3 ％ 、 1 0 0 ｍ 以 上

が 1 5 . 7 ％ 。 H P A I 発 生 に 備 え 、 県 民 局 と 家 保 と の H P A I 訓

練 は 、 現 地 テ ン ト 運 営 訓 練 、 現 地 対 策 本 部 設 営 訓 練 、

動 員 者 集 合 施 設 設 営 訓 練 、 消 毒 ポ イ ン ト 設 置 訓 練 を 実

際 発 生 し た 時 と 同 じ 条 件 で 実 施 。 特 に 消 毒 ポ イ ン ト の

設 置 訓 練 で は 、 か ご 付 き 台 車 に 事 前 に 小 物 類 を 積 む 事

で 、 徳 島 県 建 設 業 協 会 と 協 力 し 、 円 滑 に 現 地 に 持 ち 出

す 事 が 可 能 。 関 係 機 関 と 情 報 を 共 有 し H P A I発 生 に 備 え

た 取 り 組 み を 今 後 も 継 続 。

【 第 二 部 】

６ 管 内 一 酪 農 家 の 牛 群 全 頭 抗 体 検 査 に 基 づ く ネ オ ス

ポ ラ 対 策 ： 西 部 家 保 森 川 か ほ り 山 本 由 美 子

搾 乳 牛 6 0 頭 規 模 の 管 内 酪 農 家 で 、 胎 齢 5～ 6 ヶ 月 齢 で

流 産 を 繰 り 返 す 個 体 散 見 。 R 3 年 1 月 に 流 産 胎 子 の 病 性

鑑 定 を 実 施 し 、 N e o s p o r a c a n i n u m ( N c ) に よ る 流 産 の 可

能 性 が 示 唆 。 そ こ で 、 牛 群 の 全 頭 抗 体 検 査 ( E L I S A 法 、

F A法 ) を 実 施 。牛 群 抗 体 陽 性 率 は 3 3 . 3 ％ ( 2 4 / 7 2 ) で あ り 、

N c の 牛 群 へ の 高 度 浸 潤 を 確 認 。 流 産 歴 が 確 認 さ れ た 個

体 の 6 6 . 7 % ( 4 / 6 ) は 抗 体 陽 性 で あ り 、 流 産 へ の N c 関 与 の

可 能 性 示 唆 。 ま た 、 N c 感 染 は 流 産 歴 無 し の 個 体 に も 多

く 確 認 。 感 染 経 路 推 定 の た め 、 血 縁 関 係 と 感 染 状 況 の

関 係 を 調 査 。 感 染 牛 の 子 の 感 染 率 は 8 7 . 5 % ( 1 4 / 1 6 ) 、 非

感 染 牛 の 子 の 感 染 率 は 0 ％ ( 0 / 2 0 ) で あ り 、 本 農 場 の N c

感 染 は 感 染 母 牛 か ら の 垂 直 感 染 が 主 要 因 で 、 水 平 感 染

の 可 能 性 は 低 い と 推 察 。感 染 牛 か ら 後 継 牛 を 残 さ な い 、

後 産 や 流 死 産 胎 子 の 適 切 な 処 理 、 野 生 動 物 の 侵 入 防 止

等 の 対 策 を 実 施 。 長 期 間 で の 清 浄 化 を 目 指 す 。 自 家 育

成 農 場 で の N c 全 頭 抗 体 検 査 は 、 無 症 状 感 染 牛 摘 発 お よ

び 感 染 経 路 ・ 時 期 推 定 に 基 づ く 対 策 検 討 に 重 要 。



- 7 -

７ 県 内 肥 育 牛 の 血 中 ビ タ ミ ン A 検 査 概 要 ： 徳 島 家 保

中 下 弘 子 、 鈴 木 幹 一 郎

肥 育 牛 で は 、 肉 質 向 上 の た め ビ タ ミ ン A （ V A ） を 肥

育 中 期 に 制 限 す る 飼 養 管 理 技 術 （ V A コ ン ト ロ ー ル ） が

普 及 。 平 成 2 8 年 4 月 か ら 令 和 3年 1 1 月 ま で 2 6 戸 、 延 べ 3 ,

3 8 7 頭 （ 黒 毛 和 種 1 , 4 5 3 頭 、 交 雑 種 1 , 9 3 4 頭 ） に つ い て 、

高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 法 で V A 濃 度 を 測 定 。 検 査

牛 月 齢 を 肥 育 ス テ ー ジ 別 に 育 成 期 （ 1 0 か 月 齢 以 下 ）、

肥 育 前 期 （ 1 1 ～ 1 5 か 月 齢 ）、 肥 育 中 期 （ 1 6 か 月 齢 ～ 2 0

か 月 齢 ）、 肥 育 後 期 （ 2 1 か 月 齢 ～ 2 5 か 月 齢 ）、 仕 上 げ

期 （ 2 6 か 月 齢 以 降 ） に 分 類 。 検 査 依 頼 頭 数 は 、 黒 毛 和

種 で 育 成 期 （ 5 7 0 頭 ）、 交 雑 種 で 肥 育 前 期 （ 7 1 5 頭 ） が

多 く 、 血 中 V A 平 均 濃 度 の 推 移 は 、 と も に 育 成 期 （ 1 0 6 、

9 5 . 1 I U / d l ） か ら 肥 育 中 期 に か け 低 下 （ 6 7 . 5 、 5 7 . 6 I U /

d l ）、 肥 育 後 期 で 最 も 低 値 （ 5 0 . 4 、 5 3 . 6 I U / d l ）。 ま た 、

一 般 に V A 欠 乏 症 状 発 現 の 目 安 と さ れ る 血 中 V A 濃 度 3 0 I U

/ d l 以 下 を 示 す 個 体 は 、 1 0 4 頭 （ 3 . 1 ％ ） 認 め れ ら た 。

血 中 V A 検 査 は 、 県 内 肥 育 農 家 V A コ ン ト ロ ー ル に 活 用 さ

れ て い る 。

８ 母 牛 に 血 中 ビ タ ミ ン A 欠 乏 が 認 め ら れ た 肉 用 子 牛

の 病 性 鑑 定 2 症 例 ： 西 部 家 保 小 原 彩 子 山 本 由 美 子

2 0 2 1 年 1 1 月 よ り 、 管 内 肉 用 牛 一 貫 経 営 農 場 で 、 虚 弱

及 び 呼 吸 器 症 状 を 示 す 子 牛 散 発 。 う ち 2 頭 に つ い て 病

性 鑑 定 実 施 。 症 例 １ ： 黒 毛 和 種 、 雌 、 4 日 齢 。 出 生 時

よ り 虚 弱 。 解 剖 検 査 で は 、 化 膿 性 腹 膜 炎 。 細 菌 検 査 で

は 、 主 要 臓 器 よ り 大 腸 菌 分 離 。 血 液 検 査 で は 、 血 中 ビ

タ ミ ン A 検 出 限 界 以 下 。 大 腸 菌 に よ る 敗 血 症 と 診 断 。

症 例 2 ： 黒 毛 和 種 、 雌 、 2 日 齢 。 出 生 時 よ り 起 立 不 能 。

解 剖 検 査 で は 、 小 脳 の 大 孔 へ の 嵌 入 。 細 菌 検 査 で は 、

主 要 臓 器 よ り 大 腸 菌 分 離 。 血 液 検 査 で は 、 血 中 ビ タ ミ

ン A 検 出 限 界 以 下 。 母 牛 、 子 牛 と も に 牛 異 常 産 関 連 ウ

イ ル ス 抗 体 2 倍 以 下 。 小 脳 奇 形 及 び 大 腸 菌 に よ る 敗 血

症 と 診 断 。 症 例 1 、 2 の 母 牛 血 液 検 査 で は 、 血 中 ビ タ ミ

ン A が そ れ ぞ れ 2 4 I U / d L 、 2 8 I U / d L と 低 値 。 母 牛 の

血 中 ビ タ ミ ン A欠 乏 が 子 牛 の 虚 弱 の 原 因 と 考 察 。 今 後 、

妊 娠 期 間 の 血 中 ビ タ ミ ン A 濃 度 測 定 に 基 づ く 飼 料 給 与

見 直 し を 行 い 、 母 牛 血 中 ビ タ ミ ン A 濃 度 が 適 正 に 維 持

さ れ る よ う 検 討 。
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９ 肉 用 牛 農 場 で 発 生 し た 銅 中 毒 事 例 ： 西 部 家 保 山

本 由 美 子

2 0 2 1 年 8 月 、 管 内 肥 育 牛 農 場 に お い て 、 呼 吸 器 症 状 、

眼 球 突 出 、 腹 部 膨 満 を 呈 し 死 亡 す る 牛 が 散 発 。 ２ 頭 に

つ い て 病 性 鑑 定 を 実 施 。 検 体 １ ： 肉 用 交 雑 種 、 雌 、 2

カ 月 齢 、 鑑 定 殺 。 症 例 ２ ： 肉 用 交 雑 種 、 雄 、 4カ 月 齢 、

斃 死 例 。 共 通 所 見 と し て 、 病 理 解 剖 検 査 で は 、 各 臓 器

及 び 脂 肪 織 の 黄 色 化 、 肝 臓 の 硬 化 、 腎 盤 水 腫 、 化 膿 性

肺 炎 。病 理 組 織 学 的 検 査 で は 、肝 臓 全 域 で 肝 細 胞 変 性 、

ロ ダ ニ ン 染 色 で 肝 細 胞 質 内 に 茶 褐 色 顆 粒 多 数 確 認 。 解

剖 牛 及 び 同 居 牛 の 血 液 生 化 学 的 検 査 で は 、 症 状 を 呈 す

る 個 体 で 肝 酵 素 高 値 。 銅 濃 度 測 定 で は 、 症 例 ２ の 肝 臓

で 中 毒 量 の 銅 検 出 。 銅 中 毒 と 診 断 。 当 該 農 場 で は 、 代

用 乳 、 人 工 乳 に 加 え 、 銅 を 含 む サ プ リ メ ン ト を 添 加 。

サ プ リ メ ン ト 中 止 後 、 事 故 率 低 下 。 近 年 、 疾 病 予 防 や

成 長 促 進 効 果 を 期 待 し て プ レ ミ ッ ク ス 飼 料 を 給 与 す る

農 場 が 増 え て い る が 、 子 牛 は 銅 排 泄 能 が 低 い た め 、 過

剰 投 与 と な ら な い よ う 注 意 喚 起 が 必 要 。

1 0 肉 用 牛 一 貫 農 場 に お け る 新 生 子 牛 初 乳 摂 取 状 況 の

改 善 に 向 け た 取 り 組 み (第 一 報 )

： 徳 島 家 保 大 道 真 見 片 山 久 美 子

管 内 肉 用 牛 一 貫 農 場 に お い て 、 子 牛 の 疾 病 予 防 及 び

死 亡 率 低 減 の た め 、 平 成 31 年 度 か ら 令 和 3 年 度 現 在 ま

で 初 乳 摂 取 状 況 を 調 査 。 1 日 齢 か ら 7 日 齢 の 新 生 子 牛

に つ い て 、 血 清 総 蛋 白 、 γ -グ ロ ブ リ ン を 測 定 し 、 血 清 IgG
濃 度 の 推 定 及 び 受 動 免 疫 移 行 不 全 ( FPT ) か 否 か を 判 断 。

管 理 担 当 者 に 対 し 、 初 乳 給 与 の 重 要 性 を 説 明 す る と と も

に 、 初 乳 の 給 与 方 法 及 び 子 牛 の 管 理 に つ い て 指 導 。 FPT
子 牛 の 発 生 は 、 母 牛 が 経 産 牛 の 場 合 、 22 頭 中 16 頭 ( 72.7
％ ) 、 初 産 牛 の 場 合 、 27 頭 中 24 頭 ( 88.9 ％ ) 。 年 度 毎 の 割

合 は 、 平 成 31 年 度 6 頭 中 6 頭 ( 100 ％ ) 、 令 和 2 年 度 28 頭
中 24 頭 ( 85.7 ％ ) 、 令 和 3 年 度 15 頭 中 10 頭 ( 66.7 ％ ) と 減 少

傾 向 で 推 移 。 調 査 し た 子 牛 に お け る 離 乳 月 齢 ( 5 ヶ 月 齢 )

ま で の 死 亡 率 も 、 平 成 31 年 度 6 頭 中 1 頭 ( 16.7 ％ ) 、 令 和 2
年 度 28 頭 中 2 頭 ( 7.1 ％ ) 、 令 和 3 年 度 は 現 時 点 で 15 頭 中

0 頭 （ 0 ％ ） と 減 少 傾 向 で 推 移 。 こ の 取 り 組 み の 結 果 、 子

牛 の 死 亡 率 低 下 に 貢 献 。 今 後 、 初 乳 の 糖 度 ( Brix 値 ) を 測

定 し 、 質 に つ い て も 併 せ て 検 討 予 定 。
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1 1 子 宮 内 膜 細 胞 診 用 器 具 を 用 い た 簡 易 的 子 宮 内 細 菌

検 査 方 法 の 検 討 ： 西 部 家 保 岩 田 裕 美 山 本 由 美 子

牛 の 子 宮 内 膜 炎 に は 臨 床 症 状 を 呈 さ ず 長 期 不 受 胎 と

な る 潜 在 型 が あ る 。 近 年 、 潜 在 型 子 宮 内 膜 炎 診 断 の 一

助 と し て 、 子 宮 体 部 に 専 用 の 器 具 を 挿 入 し 細 胞 を 掻 き

取 り 多 核 好 中 球 の 割 合 （ P M N ％ ） を 算 定 し 炎 症 を 確 認

す る 方 法 （ 5 ％ 以 上 で 内 膜 炎 と 診 断 。） が 考 案 さ れ て

い る 。 同 時 に 子 宮 内 の 細 菌 検 査 も 行 う こ と が 望 ま し い

が 、 子 宮 洗 浄 が 必 要 な た め 作 業 が 繁 雑 で 実 施 頻 度 は 限

ら れ る 。そ こ で 今 回 、子 宮 内 膜 細 胞 診 用 器 具 を 応 用 し 、

細 胞 診 と 同 時 に 子 宮 内 細 菌 の 分 離 を 試 み た 。 産 後 種 付

け 前 や 長 期 不 受 胎 牛 7頭 実 施 し た 結 果 、 3頭 で P M N が 2 6 .

3 ％ 、 1 8 ％ 、 8％ と な り 内 膜 炎 と 診 断 。 他 4頭 は P M N 0 ％ 。

ま た 4 頭 か ら 大 腸 菌 群 、 4 頭 か ら レ ン サ 球 菌 、 1 頭 か ら

グ ラ ム 陰 性 桿 菌 を 分 離 （ の べ 頭 数 ）。 今 後 は 実 施 回 数

を 重 ね 、 子 宮 内 感 染 菌 種 を 調 査 し 、 産 後 の 子 宮 回 復 状

況 把 握 や 潜 在 性 子 宮 内 膜 炎 の 診 断 治 療 に 利 用 す る こ と

で 、 飼 養 牛 の 空 胎 日 数 短 縮 に 期 待 が も て る 。

1 2 自 然 哺 乳 母 牛 へ の ダ ブ ル オ ブ シ ン ク 法 の 応 用 の 検

討 ： 西 部 家 保 竹 元 一 軌 尾 川 誠 次 郎

授 乳 中 の 黒 毛 和 種 繁 殖 雌 牛 は 離 乳 さ れ た 母 牛 と 比 較

し て 分 娩 間 隔 が 延 長 す る 傾 向 が あ る 。 そ こ で 授 乳 中 で

発 情 兆 候 が 認 め ら れ な い 母 牛 へ の ダ ブ ル オ ブ シ ン ク 法

の 応 用 に つ い て 検 討 。 ダ ブ ル オ ブ シ ン ク 法 は オ ブ シ ン

ク 法 を 7 日 間 隔 で 2回 繰 り 返 す 定 時 授 精 法 。 方 法 は 初 回

の 性 腺 刺 激 ホ ル モ ン 放 出 ホ ル モ ン（ G n R H ）を D a y 0 と し 、

D a y 7 に プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン （ P G ） F 2 α 、 D a y 1 0 に G n R H

投 与 を 1 ク ー ル 目 と し 1 回 目 の オ ブ シ ン ク 法 の 実 施 7 日

後 に あ た る D a y 1 7 に G n R H 、 D a y 2 4 に P G F 2 α 、 D a y 2 6 に G n R

H 投 与 を 2 ク ー ル 目 の オ ブ シ ン ク 法 と し た 。 人 工 授 精 は

D a y 2 7 に 定 時 に 実 施 。 供 試 牛 は 黒 毛 和 種 、 5 2 ヶ 月 齢 、

分 娩 後 3 7 日 の 子 つ き の 授 乳 牛 1 頭 で 、 各 ホ ル モ ン 処 置

毎 に 超 音 波 画 像 装 置 で 卵 巣 状 態 を 観 察 。 D a y 0 は 左 卵 巣

に 5 m m の 卵 胞 （ F ） 2 個 、 右 5 m m 以 下 F 3 ， D a y 7 左 5 m m F 1 ， 1

0 m m 黄 体 （ C L ） 1 ， 右 5 m m F 1 ， D a y 1 0 左 な し 右 1 5 m m F 1 ，

D a y 1 7 左 1 0 m m 以 下 F 2 ， 右 1 0 m m C L 1 ， D a y 2 4 左 1 0 m m 以 下 F 2，

右 1 0 m m C L 2 ， D a y 2 6 左 な し ， 右 1 0 m m F 1 を 確 認 。 ホ ル モ ン

処 置 に よ り 卵 巣 静 止 の 治 療 と し て 一 定 の 効 果 は あ る と

思 わ れ た 。 妊 娠 鑑 定 は 未 実 施 。
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1 3 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候 群 と 豚 サ ー コ ウ イ ル ス 2 型

の 複 合 感 染 に よ る 子 豚 の 死 亡 事 例

： 西 部 家 保 井 口 陽 香 山 本 由 美 子

2 0 2 1 年 7 月 管 内 一 貫 経 営 養 豚 農 家 に お い て 、 6 0 日 齢

の 豚 が 下 痢 、 肺 炎 に よ り 死 亡 増 加 。 死 亡 豚 4 頭 の 病 性

鑑 定 を 実 施 。 平 均 9 k g で 低 体 重 、 削 痩 気 味 。 剖 検 所 見

で 化 膿 性 肺 炎 ( 2 / 4 ) 、 重 度 肺 水 腫 ( 2 / 4 ) 、 疣 贅 性 心 内 膜

炎 ( 1 / 4 ) 、 回 腸 増 殖 性 腸 炎 様 病 変 ( 1 / 4 ) 。 P C R 検 査 で 肺

か ら 豚 繁 殖 ・ 呼 吸 障 害 症 候 群 ( P R R S ) （ 北 米 型 ） と 豚 サ

ー コ ウ イ ル ス 2型 ( P C V 2 ) の 特 異 遺 伝 子 陽 性 ( P R R S ： 4 / 4 、

P C V 2 ： 3 / 4 ) 、 回 腸 偽 膜 か ら Lawsonia intracellularis の 特 異 遺

伝 子 陽 性 ( 1 / 4 ) 。 細 菌 検 査 で 主 要 臓 器 か ら Salmonella
Choleraesuis ( 3 / 4 ) 、 肺 か ら Pasteurella multocida ( 2 / 4 ) 、 Actinobachillus
pleuropneumoniae ( 1 / 4 ) を 分 離 。 病 理 組 織 学 的 検 査 で リ ン パ

系 組 織 の リ ン パ 球 脱 落 と 壊 死 ( 4 / 4 ) 、 各 リ ン パ 節 に お

け る 細 胞 質 内 封 入 体 形 成 ( 2 / 4 ) 確 認 。 P R R S と P C V 2 の 複

合 感 染 に よ る 免 疫 不 全 に よ り 、 豚 呼 吸 器 病 ( P R D C ) や サ

ル モ ネ ラ 感 染 症 に 罹 患 し た と 推 測 。 今 後 、 飼 養 衛 生 の

更 な る 見 直 し と 、 P R R S と P C V 2 の 免 疫 コ ン ト ロ ー ル が 課

題 。

1 4 県 内 肉 用 鶏 農 家 の 鶏 封 入 体 肝 炎 （ I B H ） 発 生 事 例

： 徳 島 家 保 五 島 万 記 子 鈴 木 幹 一 郎

令 和 元 年 5 月 以 降 、 肉 用 鶏 3 農 場 （ A ～ C ） の 9 ～ 1 3 日

齢 の 個 体 で 神 経 症 状 等 を 呈 す る 死 亡 羽 数 増 加 事 例 が あ

り 、 計 2 4 羽 の 病 性 鑑 定 を 実 施 。 孵 化 場 は 3 農 場 と も 同

一 で あ り 、 B、 C農 場 は 同 一 の 種 鶏 場 由 来 で あ っ た 。 A、

C 農 場 で 神 経 症 状 を 認 め 、 血 清 中 グ ル コ ー ス 濃 度 の 顕

著 な 低 下 （ 2 0 ～ 4 5 m g / d L ） を 確 認 。 3農 場 全 羽 の 解 剖 所

見 で 肝 臓 の 退 色 、 病 理 組 織 学 的 所 見 で 肝 細 胞 核 内 に 好

塩 基 性 F u l l 型 及 び 好 酸 性 核 内 封 入 体 を 確 認 。 ウ イ ル ス

学 的 検 査 で は 全 農 場 の 肝 臓 、 脾 臓 乳 剤 計 1 1 検 体 を 接 種

し た C K 細 胞 の 全 て で 細 胞 変 性 効 果 を 確 認 し 、 細 胞 培 養

上 清 か ら 鶏 ア デ ノ ウ イ ル ス （ F A V ） 特 異 遺 伝 子 を 検 出 。

系 統 樹 解 析 に て A 農 場 分 離 株 は 血 清 型 8 b 、 B 、 C 農 場 分

離 株 は 血 清 型 2 に 分 類 。 A 、 C 農 場 で 対 症 療 法 に よ る 死

廃 数 減 少 、 A 農 場 で そ の 後 の F A V 抗 体 保 有 個 体 の 減 少 と

環 境 中 F A V 消 失 を 確 認 。 B農 場 は 9 ヶ 月 後 に I B H が 再 発 。

今 後 、 I B H 続 発 防 止 の た め 、 出 荷 後 環 境 調 査 等 に よ る

継 続 的 な ウ イ ル ス 浸 潤 状 況 の 把 握 が 必 要 。
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1 5 野 生 い の し し の 寄 生 虫 性 胃 炎 の 一 例 ： 徳 島 家 保

渡 邉 輝 貴 鈴 木 幹 一 郎

現 在 、 国 内 一 部 地 域 の 野 生 い の し し に お い て 、 豚 熱 の

感 染 が 確 認 さ れ 、 徳 島 県 に お い て も 野 生 い の し し に の

サ ー ベ ラ ン ス を 実 施 。 令 和 2 年 1 0 月 2 9 日 、 当 所 に 持 ち

込 ま れ た 死 亡 野 生 い の し し 1頭 で 、 重 度 の 胃 炎 を 確 認 。

剖 検 時 、 胃 の 漿 膜 面 側 に 明 ら か な 炎 症 を 確 認 。 胃 内 容

物 は 無 く 、 粘 膜 面 に 結 節 性 病 変 が 多 発 、 軽 度 の 糜 爛 も

確 認 。 組 織 所 見 で は 、 胃 粘 膜 固 有 層 に 寄 生 虫 と 思 わ れ

る 断 片 を 認 め 、 線 腔 の 拡 張 、 腺 上 皮 過 形 成 、 周 囲 に リ

ン パ 系 炎 症 細 胞 の 浸 潤 、 粘 膜 上 皮 の 脱 落 を 確 認 。 好 酸

球 の 浸 潤 は 認 め ず 。 粘 膜 下 層 は 、 中 心 が 壊 死 し 結 合 組

織 の 増 生 、 周 囲 に リ ン パ 球 を 主 体 と し た 炎 症 細 胞 が 浸

潤 す る 、 慢 性 肉 芽 腫 性 炎 も 確 認 。 好 酸 球 の 浸 潤 は 認 め

ず 。 文 献 等 に よ り 検 索 し た が 、 寄 生 虫 と の 因 果 関 係 は

不 明 。 寄 生 虫 の 寄 生 部 位 、 炎 症 の 特 徴 か ら 、 紅 色 毛 様

線 虫 を 疑 う が 、 寄 生 虫 の 同 定 に は 至 ら な か っ た こ と か

ら 、 慢 性 寄 生 虫 性 胃 炎 と 診 断 。

【 第 三 部 】

1 6 U V - L E D を 使 っ た 鶏 舎 光 環 境 シ ス テ ム の 開 発

： 畜 産 研 究 課 山 本 光 生

ウ イ ン ド レ ス ( W L ) 鶏 舎 の 照 明 器 具 に 紫 外 線 ( U V ) を 融

合 さ せ 、 自 然 光 に 近 づ け た 新 し い 鶏 舎 光 環 境 シ ス テ ム

開 発 の た め 、 U V 光 が 鶏 の 生 産 性 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 し

た 。 一 般 的 に U V 光 に は 殺 菌 効 果 が あ る と い わ れ て い る

が 、 当 課 の R 2 年 の 試 験 で は 、 U V 照 射 が 肥 育 後 期 の 増 体

性 を 低 下 さ せ る 傾 向 が あ る 事 が 示 唆 さ れ た 。 そ こ で 今

回 、 試 験 ① と し て W L 鶏 舎 に お け る 、 1 区 ： 4 週 齢 ( w ) 以

降 消 灯 、 2 区 ： 常 時 U V 照 射 、 3 区 ： 常 時 U V 照 射 ( U V 強 度

： 弱 ) 、 4 区 ： 無 照 射 及 び 試 験 ② と し て 開 放 鶏 舎 に お け

る U V 有 無 の 試 験 区 を 設 定 し 、 ブ ロ イ ラ ー の 生 産 性 を 調

査 し た 。 そ の 結 果 、 試 験 ① で は 、 6 w 雌 雄 平 均 体 重 が 、

2 区 ( 3 , 0 4 6 g ) < 3 区 ( 3 , 0 4 9 g ) < 1 区 ( 3 , 1 0 5 g ) < 4 区 ( 3 , 1 4 7 g )

の 順 に 重 く 、 U V を 4 w 以 降 消 す 事 に よ り 、 肥 育 後 期 の 増

体 性 低 下 を 改 善 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 一 方 、 試 験 ② で

は 、 体 重 等 に 有 意 差 が な く 、 U V 照 射 に よ る 鶏 へ の 悪 影

響 が な か っ た 。 今 後 、 連 携 機 関 と と も に 、 床 敷 中 の 微

生 物 学 的 分 析 を 行 い 、 総 合 的 に 評 価 す る 。
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1 7 西 南 暖 地 の 子 実 用 ト ウ モ ロ コ シ 単 収 向 上 の た め の

適 正 栽 植 密 度 及 び 施 肥 量 の 検 討

： 畜 産 研 究 課 中 川 も も

国 産 濃 厚 飼 料 増 産 に 向 け 、 子 実 用 ト ウ モ ロ コ シ の 本

県 に お け る 適 正 栽 植 密 度 及 び 施 肥 量 を 検 討 し た 。 試 験

に は 早 生 品 種 3 4 N 8 4 を 用 い た 。 試 験 区 は 施 肥 量 を 慣 行

・ 多 肥 の 2水 準 、 栽 植 密 度 を 1 0 a 当 た り 6 , 0 0 0 本 ・ 7 , 0 0 0

本 ・ 8 , 0 0 0 本 の 3 水 準 、 合 計 6 区 設 定 し 、 完 熟 期 に 収 量

調 査 、 過 熟 期 に は 子 実 の 収 量 調 査 を 実 施 し た 。 結 果 は

t u k e y 法 に よ り 多 重 比 較 を 行 っ た 。 栽 植 密 度 の 影 響 に

つ い て 、 稈 径 は 密 植 に す る ほ ど 細 く な る 傾 向 に あ っ た

が 、 子 実 乾 物 収 量 は 、 雌 穂 1 個 当 た り の 子 実 重 に 大 き

な 差 が 見 ら れ な か っ た た め 、密 植 に す る ほ ど 増 加 し た 。

過 熟 期 で は 、 慣 行 8 , 0 0 0 本 / 1 0 a 区 が 慣 行 6 , 0 0 0 本 / 1 0 a 区

よ り 有 意 に 多 収 と な っ た 。 施 肥 量 に よ る 影 響 は 、 同 一

栽 植 密 度 の 試 験 区 間 に お い て 、 多 肥 区 の 方 が 子 実 乾 物

収 量 は 増 加 す る 傾 向 に あ っ た 。 今 年 度 の 調 査 で は 、 多

肥 8 , 0 0 0 本 / 1 0 a 区 が 1 . 4 t / 1 0 a と 最 も 多 収 で あ っ た た め 、

多 肥 密 植 に す る こ と で 単 収 が 向 上 す る と い う 結 果 に な

っ た 。


